





























































The Study of Improving Lessons on the Same Day by“Lesson Study”:
～和歌山大学教育学部附属中学校における試み～


































































































































































































































































































































































































































































































































































































Stigler,J.W.＆ Hiebert,J.(1999)The Teaching Gap:
Best Ideas from the World’s Teachers for Improving
 













































































































































































































































６時間目 ３年Ｂ組５時間目 ３年Ｄ組３時間目 ３年Ｃ組２時間目 ３年Ａ組
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③1912年の創業と言えば? 「JTB」：旅行業 「吉本興業」：寄席から発展 「通天閣」：展望塔、ルナパーク
④1914(大正３)年 「宝塚少女歌劇団」：2014年で100周年╱100期生には附中の先輩もいる?
⑤1916(大正５)年 国産「蓄音機」製造開始╱「蓄音機」は何する機会?→「レコードを聴く」音楽鑑賞
⑥1915(大正４)年 「全国高校野球大会」╱1918(大正７)年「全国蹴球大会」
1918年、全国高校野球大会が中心になったのはなぜ?→米騒動による社会混乱のため
⑦その他 グリコ、森永ミルクキャラメル、カルピス、サントリーのウイスキー、NHKなどの写真を提示
パワーポイント◇大正時代に発展した文化には、現代の私たちの
生活につながる「大衆文化」が見られたことをつ
かませる。
１.クイズで、大正時代の文化の様子をつかむ。
備考教師の指導・支援生徒の学習活動
⑸展開
大正時代に「新しい文化や生活」が見られた要因として、「都市化が進んだ」以外の要因を探ってみよう?
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授業研究をとおした即日の授業改善
備考教師の指導・支援生徒の学習活動
◇複数の班の意見を取り上げ、まとめた理由を発
表させる。
◇まとめの表現が異なる点については、結論を出
した根拠や資料の読みについて説明させ、それ
ぞれの理解を深めさせるようにする。
７.まとめた内容を全体に発表し、クロストークを
行う。
?本時はここまで╱全体発表は次時に行う>
５.自分の班に戻り、自分が担当した資料について
報告する。
６.情報を統合し、大正時代に「新しい文化や生活」
が見られるようになった理由を話し合ってまと
める。
資料Ｄ「大正時代の女性たち」
・タイピストが登場したのはなぜ?タイプライター普及以
外に何と関係がある?→○○や△△の発行部数増加
・どうして電話に交換手が必要なの?
・オイデルミンは化粧水です。働く女性と西洋風の化粧品
普及の関係は?
資料Ｃ「大正時代の人々の読書・新聞購読状況」
・どうして庶民の読者が増えたの?発行部数だけでなく対
象とする人の広がりや、なぜ買えるようになったのかも含
めてまとめよう。
資料Ｂ「マスメディアに成長した新聞」
・戦争があるとどうして発行部数が増えるの?
・大正時代に存在しないマスメディアを書いてないか?
資料Ａ「大正時代の教育制度改革」
・初等教育と高等教育のちがいは?
・明治時代と大正時代のちがいは?
机間指導における発問の例
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